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平成27年度　高知県豊かな環境づくり総合支援事業費補助金　採択事業一覧

番号 申請者 実施場所 実施場所 実施期間

1
物部川21世紀の森
と水の会

香北町日比
原川沿い他

物部側支流比原
川、川の内川。報
告会会場は未定

H27.7.1
～

H28.3.30

2

認定特定非営利活
動法人
四国自然史科学研
究センター

高知大学朝
倉キャンパス

高知大学朝倉
キャンパス

H27.7.20
～

H28.2.21

3
春野町芳原地区自
治会

春野町芳原
地区

高知市春野町芳
原地区里山

H27.7.1
～

H28.1.31

4 研究会はたのおと
下ノ加江川、
幡多地域

下ノ加江川、幡多
地域

H27.8.1
～

H28.3.20

5
高知生物多様性
ネットワーク

高知大学朝
倉キャンパス

高知大学朝倉
キャンパス

H27.7.1
～

H28.1.31

6
四万十の日実行委
員会

四万十市中
筋地区・東中
筋地区

中筋地区・東中筋
地区

H27.11.1
～

H28.3.31

7
幡多自然エネル
ギー研究会

大月町、高知
市他

幡多地区、高知
市

H27.9.1
～

H28.3.31

8
高知子ども森林イン
ストラクター養成講
座運営委員会

高知県内 調整中
H27.10.1
～

H28.3.31

9
三嶺の森をまもるみ
んなの会

香美市物部
町

香美市物部町カ
ヤハゲ周辺及び
光石

H27.9.1
～

H27.10.3
0

10
高知県タンポポ調
査実行委員会

高知市
公益財団法人高
知県牧野記念財
団

H27.9.1
～

H28.3.31

11
高知県地球温暖化
防止活動推進員連
絡会

高知県内
高知県中部・東
部・西部

H27.9.1
～

H28.3.31

12
公益財団法人高知
県のいち動物公園
協会

高知大学朝
倉キャンパス

高知大学朝倉
キャンパス

H27.11.1
～

H28.3.31

12 件

写真絵本づくり
「写真絵本づくり」というアクティビティーを通じて、親子で高知の以
前に向かい合い、観察し、驚きを共有する興味を持つ機会を提供
する。

地域における電力自由化に向け
た『エネルギーの学校』協働取り
組み事業～電力自由化に備えて
「選ぶ目」を持とう！～

フォーラム「高知の生物多様性
学ぶ人と守る人の出会い」の開催

高知の生物多様性について最新の知見と、高知の生物多様性の
保全に資する活動を行っているＮＰＯ等の活動やその成果を県民
に紹介することによって、研究者と保全活動グループ等の出会い
を創出して両者の相乗的な促進を図る。また、高知の生物多様性
に対する興味を喚起し、今後の地域生態系保全ならびに人と野生
生物との共存について考えるきっかけを提供すると共に、高知県
が計画している生物多様性戦略推進リーダー養成事業に資する。

代掻濁水対策事業
農地からの濁水流出負荷を低減するための対策を講じ、関係者の
清流保全意識の高揚を図る。

非常時に備えたエコ体験学習　－
自然エネルギー活用による温暖
化防止の普及・啓発－

地球の自然資源を活用したエコ体験学習会を実施し、非常時にも
役立つ自然エネルギーの活用と温暖化防止の普及啓発を行うと
共に、住民の参加と協働での実施により地域ネットワークの形成
に寄与する。

平成28年４月からは自滅電力の自由化に向けて、県民に対して広
く「電力自由化に伴う正しい知識」を伝える役割を担う、高知県地
球温暖化防止活動推進員、省エネマイスター、省エネ住宅アドバ
イザーの育成を目指した勉強会及び一般県民向けのセミナー「エ
ネルギー学校」を開催し、電力会社や料金プランを選択する際の｢
選ぶ目」をもっていただき、家庭から排出される二酸化炭素排出量
の削減を目指す。また、各主体と連携して実施することで、地域住
民や自治体、推進員、省エネマイスター、省エネ住宅アドバイザー
との連携強化につなげ、省エネ・二酸化炭素排出抑制の取り組み
の活性化と、地域での持続的な取り組みへの発展を目指す。

計

三嶺の森植生再生事業
シカの被害を受けている三嶺の森の再生を図るため、被害の著し
いカヤハゲに土砂流出防止マットを、光石に防鹿柵を設置する。

タンポポ調査2015・フィードバック
事業

収集した13種類7,663点のタンポポの、
①データ解析
②報告書の作成
③報告会の開催
を行い、その活動を通じて、県民の身近な自然に対する関心を高
めるための普及啓蒙、環境学習を推進し、市民参加による調査体
制の充実強化を図っていく。

故高屋勉氏のニホンカワウソに関
する資料の評価と環境学習への
利用（その１）

　高屋勉氏が遺したニホンカワウソに関する調査研究資料につい
て、整理・分析したうえで学術的な評価を行い、その成果を自然環
境や希少種の保全に役立て、環境教育に利用する。今期は資料
郡の整理・分析までを実施する。

申　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　請

事　業　名 事　　　業　　　概　　　要　（要約）

下ノ加江における実践的環境学
習拠点づくり

下ノ加江川に地域住民による手づくり漁道を設置し水域の生態
ネットワークを回復すること、その効果を皆でモニタリングするしく
みをつくること、そこで得られた知見を公表できる研究発表会を開
催することを目的として実施する。

流域保全システムを目指した水辺
林整備啓発活動と森林管理のあ
り方を考える報告会開催事業

水辺林再生のための啓発活動を実践することで、森林管理のあり
方を考えると共に、物部川清流保全再生ネットワークの強化を図
るもの。
①水辺林整備体験
②自然度現状視察
③先進地視察報告書作成並びにその報告会の開催

イベント「ホネホネサミット　ｉｎ　高
知」開催事業

地域の自然を理解する上で必要であると考えられる骨の標本作り
をしている団体や個人等が交流することを目的としたイベントを高
知県で開催することで、ホネの面白さを知ってもらい、標本を残す
ことの意義を伝えるもの。

春野町芳原地区里山整備事業

春野町芳原地区の里山の整備を行う。
①子供たちの声が聞こえる里山づくり
②県外利用客への景観のおもてなし
③ボランティア団体との協働による自伐隊の養成と交流
④竹林の循環


